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各国宇宙機関及びJAXAの動向

NASAがPsycheミッション（2022年打ち上げ予定，小惑星

探査）に、ESAが太陽監視ミッション（SWE、太陽-地球の

L5の静止観測宇宙機、2023年打ち上げ予定）において、

本勧告を適用した光通信の実施を計画している。

【内容】

本書は、光通信における物理層部分のデータ伝送処理について、推奨規

格化するものである。

第2章では、本書の対象となる光通信物理層の定義とOSIリファレンスモデ

ルとの関係、上位層である光通信同期＆チャネルコーディング副層との関係

を定義している。

第3章では、テレメトリデータ伝送時の信号仕様として、レーザの中心周波

数やレーザー線幅、減衰や偏波方式、変調やパルス波形、時間的揺らぎや

スロット幅（波長で使用できる帯域）等を記載している。

第4章では、ビーコン通信及びオプションデータ伝送時の信号特性を定義し

ており、レーザの中心周波数やレーザー線幅、減衰、変調や時間的揺らぎ等

を記載している。

第5章では、光通信方式の信号に関する管理パラメータの項目及び値を定

義している。

【概要】

本推奨規格は、光通信の物理層で伝送するレーザーの中心周波数やレーザー線幅、偏波方式等を定義するものである。本推奨規格が

規定する方式は、HPE（High Photon Efficiency）とO3K（Optical On-Off Keying）であるが、O3K方式については今後記述が追加される予定

である。（光通信における他の層との関係及び、OSI参照モデルとの関係は次ページを参照）
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図1: トランスミッター（送信機）-レシーバー（受信機）間の光通信

本書にて定義しているアーキテクチャの実装例では、符号化方
式として宇宙－地上間のダウンリンクではTMを採用し、地上－宇
宙間のアップリンクではビーコン及びAOSもしくはUSLPを用いて
いる。
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本推奨規格は表1の赤枠部分に示すように、物理層部分の処理をCCSDS標準として規格化するものである。
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図2: OSI参照モデルとCCSDS階層の関係性

図2は、光通信ネットワークにおけるOSI参照モデルとの

CCSDS階層の関連性を示しており、CCSDSの各層では以下

の処理が行われる 。

①データリンク上層（データリンクプロトコル副層）

TM Space Data Link Protocol、AOS Space Data Link Protocol

及びUnified Space Data Link Protocol（USLP）のトランスファー

フレームを生成する。

②データリンク下層（同期&チャネルコーディング副層）

トランスファーフレームを光スペースリンクを通して伝送する

ため、データリンク層－物理層間の符号化及び同期を行う。

③物理層

光通信におけるデータ伝送を実現するため、物理的伝送に

必要となる、光信号の特性を定めている。

表1: CCSDS階層とOPT*勧告案の関係性

* Optical Communications Working Group
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